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１．開催概要 

（１） 目的 

大和高田市にとってより良い教育環境を整備することを目的に、地域とともに存続する施設づく

りの視点を踏まえ保護者や地域住民、学校関係者とともに、新しい学校園のあり方を考え、今後の

小学校・中学校の再編の取組に地域の意向を反映していくためワークショップを実施します。 

児童・生徒の減少により、子ども同士の学び合いや切磋琢磨をし合う場を提供することが困難な

中、より良い教育環境を目指すため、本市の適正規模・適正配置、再編の基本的な考え方に基づき、

３小学校・３中学校を将来の目標校数とすることを示し、「再編・統合を進めていく上での課題」や

「地域での学校施設のあり方」等について中学校区ごとに話し合い、市民の意見やアイデアを募る

とともに、「学校づくりの担い手」の一人として考える場とします。 

 

（２） 開催日時、会場 

 

中学校区 開催日時 会場 

高田中学校区 2025年 12月 16日（火）18：00～20：00 市役所３階庁議室 

片塩中学校区 2025年 12月 17日（水）18：00～20：00 葛城コミュニティセンター 

高田西中学校区 2025年 12月 22日（月）18：00～20：00 市役所３階庁議室 

 

（３） 参加者 

参加者：地域住民等 16名（高田中学校区９名、片塩中学校区４名、高田西中学校区３名） 

事務局：大和高田市教育委員会事務局 教育部 学校教育課、株式会社パスコ（委託業者） 

 

（４） 募集方法 

・市の HP、広報誌「やまとたかだ」（11月号）へ掲載 

・アンケートで事前に開催通知を希望している方へはがきで通知 

 

（５） 応募方法 

・大和高田市に在住、在勤、通学している人を対象に WEBフォーム（QRコード読取によるアクセ

ス）及び窓口での応募 

・募集期間 令和 7年 11月 4日(火)～11月 21日(金) 

         令和 7年 11月 28日(金)～12月  5日(金)  ※追加募集 
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（６） プログラム 

① 開会あいさつ 

・開会 

・資料等の確認、参加者の紹介 

・部長あいさつ 

 

② 学校園施設再配置基本方針・基本計画について 

・大和高田市の学校園施設を取り巻く環境 

・アンケート調査の概要 

・教育環境あり方検討委員会（外部有識者）の報告内容の説明 

・質疑応答 

 

③ ワークショップ「大和高田市学校と地域のみらいを育むワークショップ」 

 

ワーク１：新しい学校園へ向けた取組のよい点、気がかりな点（20分程度） 

・子ども、保護者、地域等の立場から新しい学校園へ向けた取組の良いと思う点、気

がかりな点を付箋に書き出してグループ内で発表していただきます。 

ワーク２：新しい学校園へ向けた取組をより良くするためのアイデア（20分程度） 

・ワーク１で発表して頂いた内容を踏まえ、学校園へ向けた取組をより良くするアイ

デアを書き出し、グループ内で発表していただきます。 

 

④ 発表及び総論 

・ワーク１及び２の結果を各グループの代表者に発表していただきます。 

 

⑤ 閉会あいさつ 

・今後の予定等 

・部長挨拶 

・閉会 

 

時間 実施内容 

18：00～18：05 開会あいさつ 

18：05～18：30 学校園の現状、基本方針・基本計画について 

 質疑応答 

18：30～18：35 休憩 

18：35～18：53 ワークショップ（自己紹介/ワーク/発表） 

 ワーク１：新しい学校園へ向けた取組のよい点、気がかりな点 

 ワーク２：新しい学校園へ向けた取組をより良くするためのアイデア 

19：53～19：55 閉会あいさつ 
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２．開催記録 

２-１ 当日の様子（会場、テーブル） 

 【会場（市役所庁議室）】 【会場（葛城コミュニティセンター）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【配布資料】 【テーブル】 
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２-２ ワークの結果 

(１) 各班の結果 

※一部文意を損なわない程度に加工しています。 

ワーク１：新しい学校園へ向けた取組の良いと思う点、気がかりな点 

＜高田中学校区＞ 

Ａ班 良い点 気がかりな点 

子
ど
も 

・幼保から小学校へ上がる時に校区の関係

で離ればなれになった友だちと中学校で再

会できる 

・違う小学校区の子たちとふれあえる 

・異学年交流ができる 

・友人が作りやすくなる 

・小学校の教科担任制 

・学習指導要領を弾力的に運用できる 

・中学ギャップが少ない 

・高校ギャップ 

・運動会を開催する運動場は大丈夫か？ 

・集団から外れる子供が見えづらくなる 

・中学生らしい切り替えが難しい 

・小学生の登校手段 

・人間関係がくずせない 

・狭い空間の中なので自分で考えていけない 

・人間関係がかわらない 

 

子
ど
も
と 

保
護
者 

 ・私立の小中へ進学する子どもが増加しないだ

ろうか 

・放課後の過ごせる場所が狭くなる？(人数が

増えたら) 

保
護
者 

・PTA活動が活発になる 

・小さい年齢から共有（考え方など）できる人

が作られる 

・小学生の時から中学生の姿をイメージでき

る 

・小学生の時から中学生のサポートが得られ

る 

・学童に迎えに行くのが大変 

 

保
護
者
と 

地
域 

 ・子どもの活動が広くなる。校区外の観点 

地
域 

・コミュニティを考えなくてよい 

 

 

そ
の
他
関
係
者 

・兄弟関係で小中連携できる ・将来の反対意見に対するアリバイ作りのため

のアンケートやワークショップ 

・市の財源状況から、計画どおりに進むのか 
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ワーク２：新しい学校園へ向けた取組をより良くするためのアイデア 

＜高田中学校区＞ 

Ａ班 より良くするためのアイデア 

・全国での取組事例。但し、なぜ取組が必要と判断し

たのか、計画等のプロセス面を含めた資料として展

開してほしい。結果はどうでもいいと思うので 

・教員の質向上を図る 

・義務教育にするのは大変なので、いろんなアイデア

を得る 

・市が先頭に立ってコントロールした取組。定着するま

での間 

・学校選択制 

・特色ある学校の取組み 

・学校と地域で連携してイベント（マルシェ、祭り、だん

じり、市民運動会、マラソン大会など）を行う。コミュ

ティスクールとして 

・長欠、不登校生対応 

・自転車購入の補助金 or通学バス 

・放課後に過ごせる場所を地域のコミュニティと共に

つくる 

Ａ班ワークシート 
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ワーク１：新しい学校園へ向けた取組の良いと思う点、気がかりな点 

＜高田中学校区＞ 

Ｂ班 良い点 気がかりな点 

子
ど
も 

・クラス替えができる 

・子どもへの寄り添いが丁寧 

・多種多様な（交流） 

・適正なクラス人数での教育環境を維持でき

る 

・色々な先生と出会える 

・150周年なんだったのか？ 

・通学距離の心配。夏の暑さ、大丈夫かな？ 

・通学が遠くなる児童がいる（通学負担） 

・学年途中での再編の場合、子供の心のケア 

・お金ない 

・SSW（スクールソーシャルワーカー）が周

知されていない 

・SC（スクールカウンセラー）の来校が少な

い 

・支援級 8人は難しい 

・通学距離が長距離な子が体調不良に。4ｋｍ

はムリ。2ｋｍ以内に 

子
ど
も
と 

保
護
者 

 ・通学手段。とくに遠い場合 

保
護
者 

・子どもの行動範囲が広くなる ・保護者とのコミュニケーション不足（時間がな

い） 

・児童ホームどうなる？ 

・通学が遠くなる児童がいる（安全確保）（保護

者負担） 

地
域 

・子育て世帯が近所にも増えるかも？今ま

では小学校の配置の面からこの地域はや

めておこうとなることがあった 

・小中の連携が手厚い。交流の機会がある 

・防災拠点 

・参加したい時、どう係わる？ 

そ
の
他
関
係
者 

・先生方の向上心が高い 

・先生方の人間力が高い 

・子ども達のために課題を改善しようと動い

てくれる 

・教員の確保がしやすい？ 

・先生方の過労 

・人手が足りない 

・福祉・医療との連携不足 

・事務が苦手 

・市の財政負担 

・LD（学習障害）への知識や支援スキルが不十

分 

・県の教育委員会レベルになると動きがにぶい 

・特別支援への知識、スキルの不足 

・門を遠隔操作できないため開けたまま 

・情報共有、連携が不十分 

・保護者が使える駐車場がない 

・市の HPが分かりにくい。情報が不十分 
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ワーク２：新しい学校園へ向けた取組をより良くするためのアイデア 

＜高田中学校区＞ 

Ｂ班 より良くするためのアイデア 

・クラブ活動の地域移行の活性化。いけばな教室、公

民館教室など 

・スクールバスは必須。無料で 

・バス出ますか？ロータリーほしいです 

・遠隔操作できる門 

・保護者や放デイ用駐車場の確保 

・事前に先生・生徒の交流 

・いきなり、はい、再編です！今日から合同、ではな

く、交流を前から行ってほしい 

・道路の整備（通学路） 

・地域からの事務員の雇用 

・先生に秘書をつける 

・残業を無くす or残業代を出す 

・先生方のストレス軽減 

・私立園の誘致（幼保小中高）など 

・支援計画、指導計画をもっとしっかり使う 

・学校作業療法室の導入。参考：飛騨市 

・LD（学習障害）の支援強化。通常級の子ども達もフ

ォローする。全員をとりこぼさない 

・COOPアプローチ導入 

・勉強会、研修会。教員だけでなく、保護者や地域の

方も 

Ｂ班ワークシート 
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ワーク１：新しい学校園へ向けた取組の良いと思う点、気がかりな点 

＜片塩中学校区＞ 

Ｃ班 良い点 気がかりな点 

子
ど
も 

・クラス替えができる 

・子どもの学びの輝き 

・中学に上がるときに友達と離れずに進める 

・友達が増える 

・人数が増える 

・登校が遠くなる 

・通学路 

・中学校区だと遊び場所がない 

・通学路に注意が必要 

 

子
ど
も
と 

保
護
者 

 ・行動範囲が広がる 

・自由選択？校区割り？ 

保
護
者 

・保護者のボランティアが増える ・安全面 

・場所で保護者も行きやすいか 

地
域 

・コミュニティへの期待 

 

・大きい区分け、転校を考える。（良い点かつ気

がかりな点） 

そ
の
他
関
係
者 

・先生が統一されてよい  
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ワーク２：新しい学校園へ向けた取組をより良くするためのアイデア 

＜片塩中学校区＞ 

Ｃ班 より良くするためのアイデア 

・誰もが参加できる 

・だれもが「働きながら」できる 

・送迎用のスペース 

・バスの乗り入れ、車のUターン 

・遊べる小学校 

・本がたくさんある小学校 

・制服が新しくなる 

・学童充実 

・幼小中含めた一体的に見られる地域の体制 

・先生の働き方 

Ｃ班ワークシート 
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ワーク１：新しい学校園へ向けた取組の良いと思う点、気がかりな点 

＜高田西中学校区＞ 

Ｄ班 良い点 気がかりな点 

子
ど
も 

・たくさんの友達と出会える 

・新しい学校ワクワク 

・クラス替え楽しみ 

・個人の理解度に合わせてカリキュラムを組

めるようになる 

・多くの友 

・いろいろな先輩、後輩 

・競い合い 

・中学受験の選択 

・通学時間 

・通学路の安全 

・不登校への対応 

子
ど
も
と 

保
護
者 

 ・学校が遠くなる？ 

・IT設備の遅れ 

保
護
者 

・PTAなど活動負担も軽減される ・人数が多くなる不安 

・卒業生の思い、歴史 

地
域 

・まったく新しい校風 

・昔のしがらみ一掃 

・V字回復！！ 

・周辺の環境に馴染むには 

・慣れ親しんだ母校がなくなる 

そ
の
他
関
係
者 

・新しい教育に大和高田市への移住が増え

る？ 

・教員不足の対策は 
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ワーク２：新しい学校園へ向けた取組をより良くするためのアイデア 

＜高田西中学校区＞ 

Ｄ班 より良くするためのアイデア 

・部活で違いを出す様に 

・地域クラブ団体と連携 

・（跡地活用）企業誘致。教室単位で働く場を 

・教科毎の受講 

・新校舎、先進性 

・公民館機能 

・学校が地域に出向いていく。交流のために 

・部活動と地域のコミュニティの連携（介護） 

・オンライン通学可 

・専門性の教員。数学、国語 

・安心して遊べる場所になるといい。（跡地活用） 

・新しいカリキュラム 幼稚部、小学部、中学部 時間

割 1年生～6年生、～9年生？ 

・地域サークルに教室の開放 

・0，1，2歳をゆったり温かく 

・3歳～15歳の教育施設 

・地域の教育力、仕事の喜び 

Ｄ班ワークシート 
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(２) 結果まとめ 

ワーク１：新しい学校園へ向けた取組の良いと思う点、気がかりな点 

＜全体とりまとめ＞ 

 良い点（班名） 気がかりな点（班名） 

子
ど
も 

○一定規模が確保されることによる良い

点 

・違う小学校区の子たちとふれあえる/友人
が作りやすくなる/クラス替えができる/適
正なクラス人数での教育環境を維持できる
/友達が増える/たくさんの友達と出会える 

○小中一貫教育が実現されることによる

良い点 

・異学年交流ができる/学習指導要領を弾力
的運用できる/中学ギャップが少ない/中学
に上がるときに友達と離れずに進める 

○その他 

・子どもの学びの輝き/色々な先生と出会え
る/子どもへの寄り沿いが丁寧/新しい学校
ワクワク/中学受験の選択 

○一定規模が確保されることによる気がかり

な点 

・運動会を開催する運動場は大丈夫か？/集団
から外れる子供が見えづらくなる 

○小中一貫教育が実現されることによる気が

かりな点 

・高校ギャップ/中学生らしい切り替えが難しい
/人間関係がかわらない 

○校区が広くなることによる気がかりな点 

・小学生の登校手段/通学距離の心配。夏の暑
さ、大丈夫かな？/登校が遠くなる/通学路に
注意が必要 

○その他 

・私立の小中へ進学する子どもが増加しないだ
ろうか/学年途中での再編の場合、子供の心
のケア/SSW（スクールソーシャルワーカー）が
周知されていない/SC（スクールカウンセラー）
の来校が少ない/IT設備の遅れ 

保
護
者 

○一定規模が確保されることによる良い

点 

・PTA 活動が活発になる/保護者のボランテ
ィアが増える/PTA など活動負担も軽減さ
れる 

○小中一貫教育が実現されることによる

良い点 

・小学生の時から中学生の姿をイメージでき
る、サポートが得られる 

○校区が広くなることによる良い点 

・子どもの行動範囲が広くなる 

○校区が広くなることによる気がかりな点 

・学童に迎えに行くのが大変/子どもの活動が
広くなる。校区外の観点/通学が遠くなる児童
がいる（安全確保）（保護者負担）/行動範囲が
広がる/安全面/保護者でも行きやすい場所か
/学校が遠くなる？ 

○一定規模が確保されることによる気がかり

な点 

・人数が多くなる不安 

○その他 

・保護者とのコミュニケーション不足（時間がな
い）/ホームどうなる？/卒業生の思い、歴史 
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＜全体とりまとめ（続き）＞ 

 良い点（班名） 気がかりな点（班名） 

地
域 

○校区が広くなることによる良い点 

・コミュニティを考えなくてよい/子育て世帯
が近所にも増えるかも？今までは小学校
の配置の面からこの地域はやめておこうと
なることがあった/コミュニティへの期待 

○小中一貫教育が実現されることによる

良い点 

・小中の連携が手厚い。交流の機会がある 

○その他 

・まったく新しい校風/昔のしがらみ一掃。/V
字回復！！ 

○校区が広くなることによる気がかりな点 

・大きい区分け、転校を考える（良い点かつ気が
かりな点）/周辺の環境に馴染むには 

○その他 

・防災拠点/参加したい時、どう係わる？/慣れ
親しんだ母校がなくなる 

そ
の
他
関
係
者 

○小中一貫教育が実現されることによる

良い点 

・兄弟関係で小中連携できる/先生が統一さ
れてよい 

○その他 

・先生方の向上心、人間力が高い/子ども達
のために課題を改善しようと動いてくれる/
教員の確保がしやすい？新しい教育に大
和高田市への移住が増える？ 

○教職員・学校施設関係の気がかりな点 

・先生方の過労/人手が足りない/福祉・医療と
の連携不足/事務が苦手/LD（学習障害）への
知識や支援スキルが不十分/特別支援への知
識、スキルの不足/門を遠隔操作できないため
開けたまま/保護者が使える駐車場がない/教
員不足の対策は 

○市の気がかりな点 

・将来の反対意見に対するアリバイ作りのため
のアンケートやワークショップ/市の財源状況
から、計画どおりに進むのか市の財政負担/県
の教育委員会レベルになると動きがにぶい/市
の HPが分かりにくい。情報が不十分 
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ワーク２：新しい学校園へ向けた取組をより良くするためのアイデア 

＜全体とりまとめ＞ 

より良くするためのアイデア 

○特別支援学級等の充実 

・COOP アプローチ導入/LD（学習障害）の支援強
化。通常級の子ども達もフォローする。全員をとりこ
ぼさない/支援計画、指導計画をもっとしっかり使う/
学校作業療法室の導入。参考：飛騨市/長欠、不登
校生対応 

○柔軟な教育環境 

・教科毎の受講/オンライン通学可/新しいカリキュラ
ム 幼稚部、小学部、中学部 時間割 1 年生～6 年
生、～9年生？ 

○教職員の質的向上 

・教員の質向上を図る/専門性の教員。数学、国語 

○教職員の負担軽減 

・先生に秘書をつける/残業を無くす or残業代を出す
/先生方のストレス軽減/先生の働き方 

○通学区域の見直し 

・学校選択制 

○通学対策 

・自転車購入の補助金 or 通学バス/スクールバスは
必須。無料で/バス出ますか？ロータリーほしいです
/道路の整備（通学路） 

○学校施設の充実 

・遠隔操作できる門/保護者や放デイ用駐車場の確保
送迎用のスペース/バスの乗り入れ、車の U ターン/
遊べる小学校/学童充実/本がたくさんある小学校/
新校舎、先進性/公民館機能/安心して遊べる場所
になるといい（跡地活用） 

○魅力ある学校づくり 

・特色ある学校の取組み/部活で違いを出す様に 

○地域との連携 

・学校と地域で連携してイベント（マルシェ、祭り、だん
じり、市民運動会、マラソン大会など）を行う。コミュ
ティスクールとして/放課後に過ごせる場所を地域の
コミュニティと共につくる/クラブ活動の地域移行の
活性化。いけばな教室、公民館教室など/地域から
の事務員の雇用/勉強会、研修会。教員だけでなく、
保護者や地域の方も/誰もが参加できる/だれもが
「働きながら」できる/地域クラブ団体と連携/（跡地
活用）企業誘致。教室単位で働く場を/学校が地域
に出向いていく。交流のために/部活で地域のコミュ
ニティに介護に/地域サークルに教室の開放/地域の
教育力、仕事の喜び 

○再編の取り組みの進め方 

・全国での取組事例。但し、なぜ取組が必要と判断し
たのか、計画等のプロセス面を含めた資料として展
開してほしい/義務教育にするのは大変なので、いろ
んなアイデアをえる/市が先頭に立ってコントロール
した取組。定着するまでの間/事前に先生・生徒の交
流/いきなり、はい、再編です！今日から合同、では
なく、交流を前から行ってほしい 

○その他 

・私立園の誘致（幼保小中高）など 

・制服が新しくなる 

・0，1，2歳をゆったり温かく 

・3 歳～15 歳の教育施設/幼小中含めた一体的に見
られる地域の体制 
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３．参加者アンケート 

2025年 12月 16，17，22日に各中学校区にて実施したワークショップに参加された方にワークシ

ョップについてのアンケートに回答いただきました。 

※各設問について無回答は回答件数に含まれていません。 

 

（１）回答者属性 

性別 回答件数  年齢 回答件数 

男 8件  30歳代 4件 

女 8件  40歳代 7件 

答えたくない 0件  50歳代 2件 

   60歳代 1件 

   70歳代 1件 

 

 

 

（２）大和高田市の学校園再編の取組について 

 回答件数 

理解できた 6件 

ある程度、理解できた 10件 

あまり、理解できない 0件 

 

 

（３）ワークショップの内容について 

 回答件数 

わかりやすかった 15件 

わかりにくかった 0件 

どちらともいえない 0件 

 

 

（４）次回以降のワークショップなどへの参加意向 

 回答件数 

参加したい 4件 

都合が付けば参加したい 12件 

あまり参加したくない 0件 
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（５）その他再編に関するご意見 

・厳しい意見も出るかと思いますが、しっかりと進めてほしいと思います。費用計画等の試算

情報の開示もしてほしいです。※市民として 

・特に目的は言わずに、小・中学の子どもたちにも「どんな学校に通いたい？」とアンケート

をとってみてはどうでしょうか。今日はいい機会を作っていただきました。ありがとうござい

ました。 

・これからも市民の意見を十分に踏まえて施策を進めて下さい。 

・２クラス規模の義務教育学校のデメリットもかなり経験してきたので、（人間関係の固定化な

ど）いろいろな導入校での意見を持ちよって進めていただきたいです。 

・ワークショップ開催のための準備ありがとうございました。質問にはなりますが、各学校園

から、保護者（PTA）や地域の方にこのワークショップの案内はされたのでしょうか？もう少

し、地域や保護者の方の意見が聞きたかったなあという感想です。 

・市の実行力が試されていると思います。がんばって下さい。今の状況では、３中、３小でも

いいと思います。市立病院や体育館など、停滞を感じています。学校もたいへんと思います

が。 

・色々な年代の人の意見もあれば良いかと思います。とはいえ、年代が上の人からは okが出な

さそうですが。 

・子どもが未来の高田市について考えられる意見が反映できるといいですね。 

・校区が選べる自由。 

・高田市にスポットライトがあたり活気のある街に、それを教育の力で！と楽しく再編できる

ことを願っています。 

・大和高田市の目玉となる学校づくりを希望します。 
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４．参考資料 

（１） 応募チラシ 
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（２） 広報掲載記事（広報誌やまとたかだ 2025年 11月号） 
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（３） 投影資料 
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（４） 参加者アンケート 

 


